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　　市の人口

（昭和56年11月1日現在）　

48，859世帯（前月比39世帯増）　

155，069人（前月比136人増）　

77，462人　

77，607人

世帯数

人口　　

男

　　女

技
能
功
労
者
1
6
人
を
表
彰

　
市
で
は
。
長
年
一
つ
の
職
業
に

就
き
、
す
ぐ
れ
た
蕗
寧
み
が
い

で
こ
ら
れ
乍
ハ
の
裁
召
走
な
兄

る
む
七
に
、
社
会
的
・
経
済
的

地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
ほ

か
ろ
7
と
、
技
能
功
労
者
の
m

A
J
L
J
で
い
ま
す
。
こ
の
宇
治
市
技

能
功
労
者
表
彰
制
度
は
、
昭
和
四

ナ
も
年
に
ス
タ
ー
ト
し
で
十
回
目

で
。
一
つ
の
仕
事
に
三
十
年
以
上

経
験
蚕
仝
〈
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
し
た
も
の
で
す
。
今
回
1

　
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日

で
す
。
市
で
は
、
市
内
の
各
団
体
な
ど

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
大
工
職
な
ど
、
長

年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
十
六
人
の
み
な
さ
ん
を
、

勤
労
感
謝
の
日
に
技
能
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
ま
す
。
今
年
は
、
新
し
い
職
種

と
し
て
貴
金
属
装
身
具
製
造
職
や
額
縁

製
造
職
、
竹
材
加
工
職
も
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

第
一
回
以
来
二
百
八
十
七
人
の
技

能
功
労
者
が
盛
7
れ
る
こ
と
に

　
財
団
法
人
京
都
府
提
琴
罵
阿

調
杏
研
究
セ
ン
タ
ー
で
ほ
、
菟
道

羽
戸
山
と
五
ヶ
庄
一
番
割
に
ま
た

が
る
「
羽
戸
山
（
は
ど
や
ま
）
遺

な
り
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
地
味
な
中

跡
」
の
発
掘
ｌ
碩
八
月
か
ら
実

施
。
こ
の
ほ
芦
芒
の
調
姦
策
が

ま
と
ま
り
、
十
一
月
七
’
は
に
は
市

民
の
み
な
章
必
爵
象
に
発
掘
現

弥
生
人
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
聞
く
説
明
会
参
加
者

ひと打ち、ひと打ちに確かな重さがある。（安田さんの仕事場で）

に
ね
そ
の
道
一
筋
に
、
一
歩
一
歩

確
か
な
足
那
を
残
し
で
こ
ら
れ
た

人
た
ち
で
。
現
｛
右
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
で
い
ま
す
。
機
械
文
明
の

中
、
手
仕
事
の
あ
た
た
か
さ
や
重

厚
き
、
落
ち
着
吝
が
私
た
ち
の
生

場
で
憬
読
明
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
｀
冒
は
地
几
の
人
た
ち
が
け

で
な
ぐ
。
近
隣
市
町
か
ら
釆
β
れ

た
人
も
あ
ぴ
ま
し
た
。
　

こ
の
地
域
は
住
宅
・
都
市
夥
備

公
団
の
団
植
昶
設
予
定
地
で
、
昨

年
京
都
府
教
育
吉
一
【
会
が
遺
跡
の

分
布
調
査
參
し
、
見
晴
し
の
よ
い

斤
陸
上
の
数
力
所
に
城
跡
や
と
り

羽戸山遺跡

活
に
本
当
の
う
る
お
い
＊
ｉ
Ｈ
ｈ
t
＜
て

く
れ
φ
ぷ
っ
で
す
。
　

技
能
功
労
者
の
表
彰
式
は
、
十

一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日

に
市
民
会
館
で
行
ｐ
れ
る
こ
と
に

な
っ
で
お
ぴ
、
貴
金
属
装
身
具
製

造
の
安
田
秀
ヌ
λ
に
細
か
な
手

仕
事
欠
琉
露
し
で
い
た
誓
蚤
す
。
　
　
　
　
　

◇
　

今
回
翫
弓
£
父
叉
の
中
で
最

高
齢
の
安
田
秀
一
さ
ん
は
、
貴
金

属
装
身
具
製
造
の
手
仕
事
か
ほ
じ

め
て
五
十
三
年
の
経
験
を
積
ん
で

こ
身
ｙ
レ
た
。
　

安
田
’
｛
λ
の
佗
応
元
る
も
の
は

指
輪
や
ブ
ロ
ー
チ
、
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
な
怠
葺
具
で
、
地
金
（
じ
が

ね
）
伸
ば
し
か
μ
仕
ト
ぼ
ま
で
全

工
程
を
一
人
で
で
き
る
の
は
京
都

冠
ｒ
で
安
田
4
λ
の
ほ
か
数
え
る

程
し
か
お
β
れ
ま
せ
ん
。
地
金
を

伸
ぱ
Ｔ
と
。
命
属
分
子
が
細
か
く

な
っ
て
折
れ
に
ぐ
ぐ
な
る
と
の
こ

と
。
　

安
田
4
λ
は
、
「
一
貫
し
た
作
業

の
習
得
に
は
、
少
な
ぐ
Ａ
Ｗ
4
－
l
t
＾

程
―
ぢ
ま
す
。
・
・
も
つ
、
そ
ん

な
に
ま
で
し
で
習
お
ラ
と
す
る
若

い
人
も
い
ま
せ
ん
な
あ
」
と
後
継

つ
か
り
1
尤
で
し
た
が
、
弥
生

時
代
の
高
地
性
住
居
跡
が
字
治
市

内
刄
吸
あ
て
轡
鴛
八
ま
し
た
。

標
高
六
十
八
μ
か
旱
干
二
ｉ
ｉ
の

独
立
し
た
平
担
な
政
蔀
分
で
、

の
う
し
場
か
、
宇
治
川
・
巨
椋
池

は
ん
ら
ん
時
の
避
獲
笛
な
ど
。

永
住
性
が
な
い
も
の
と
考
及
ら
れ

で
い
ま
す
。
こ
の
住
居
跡
（
堅
穴

者
の
い
な
い
こ
と
を
つ
ぷ
や
か
れ
で
む
ら
い
、
細
工
の
技
術
Ｅ
伝
え

ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
石
い
で
い
き
た
い
と
い
臭
欲
忿
持
っ

人
に
も
、
手
づ
ぐ
り
の
味
を
知
っ
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

〈
貴
金
属
装
身
具
製
漁
ｓ

安
田
秀
一
（
8
2
）
―
木
幡
御
園

〈
額
縁
製
造
聊

阪
部
幸
太
郎
（
7
9
）
＝
神
明
宮
東

〈
大
工
砂

吉
田
隼
兪
（
7
0
）
＝
広
野
町
茶
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
裏

中
村
安
造
（
6
8
）
＝
大
久
保
町
久
　
　
　
　
　
　
　

保

溶
辺
福
蔵
（
6
7
）
一
五
ヶ
庄
芝
ノ
　
　
　
　
　
　
　

東

柴
田
清
（
6
0
）
＝
小
倉
町
中
畑

〈
時
計
修
理
耶

塚
本
正
一
（
6
7
）
ふ
倉
町
南
浦

〈
パ
ン
製
造
職
）

中
路
忠
一
（
6
4
）
＝
五
ヶ
庄
西
浦

〈
建
築
技
術
職
〉

姫
九
正
夫
（
6
2
）
ｌ
棋
鸞
吼
園
場

〈
造
園
職
）

仲
小
路
昌
司
（
6
1
）
↓
落
半
日

城
島
満
夫
（
6
0
）
Ｌ
広
野
町
寺
山

弥
生
時
代
の
住
居
跡
な
ど

で
な
ど
の
遺
跡
が
今
？
羅
退
。

羽
戸
山
遠
跡
は
、
こ
の
分
布
調
査

敬
令
と
に
、
造
成
工
事
に
先
だ
っ

で
発
掘
西
れ
た
も
の
で
す
。

　
高
地
性
住
居
は

の
ろ
し
場
か
？

今
回
の
調
査
で
城
跡
な
戸
ほ
見

式
）
の
土
中
か
臭
穿
弐
土
器
で

あ
る
高
杯
（
た
か
つ
き
）
の
破
片

が
出
土
し
奔
し
た
。
　

Ｊ
｛
ら
に
、
南
西
起
面
に
も
一
力

所
店
麻
が
検
叫
住
居
跡
蜜

壁
に
か
ま
と
が
設
け
β
れ
、
こ
の

中
か
忿
呈
蒔
代
後
期
と
考
汽
ら

れ
る
土
師
器
（
は
じ
き
）
の
か
め

が
出
て
疹
奔
し
た
。
か
‘
ｊ
ぽ
山

側
に
つ
く
ら
れ
、
下
か
ら
吹
き
上

げ
て
ぐ
る
風
名
詞
し
、
煙
夕
屁

居
外
に
出
す
エ
夫
な
ど
、
古
代
の

者
の
人
だ
曹
目
蓉
呈
く

利
用
し
で
い
た
よ
Ｌ
つ
で
す
。

　
土
壙
墓
や祭

祀
場
な
ど

〈
家
具
製
造
職
）

中
井
兵
治
（
6
1
）
玉
孟
乞
方

〈
費
職
）

矢
部
竺
郎
（
6
0
）
↓
落
畏

〈
電
気
工
轟
ｙ

鳶
誦
晴
（
6
0
）
ふ
孵
町
大
開

〈
竹
材
加
工
砂

竹
本
吉
隆
（
6
0
）
上
ハ
地
蔵
町
並

〈
製
茶
職
ｙ

福
井
政
一
（
6
0
）
ａ
宇
治
妙
楽
　

（
敬
称
略
・
数
字
は
年
齢
）
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加
入
し
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

　
い
ま
走
っ
て
い
る
バ
イ
ク
の
約

二
〇
％
（
全
国
平
均
）
が
無
保
険

忿
箕
済
―
－
あ
な
た
の
バ
イ
ク

は
保
険
・
共
済
に
加
入
し
で
い
る

で
し
よ
ラ
か
。
　

手
軽
な
バ
イ
ク
の
普
及
と
と
石

に
、
人
身
事
欲
を
増
加
し
で
い
ま

1 ’

・

―
Ｉ
Ｓ
―
―

1
1
1
1
1
1
゛

墓とみられる土壙群｛ll月7日）
－ ・ － － －

　
ま
た
、
住
居
跡
の
見
つ
か
っ
た

と
こ
ろ
？
屁
側
約
百
μ
に
あ
る

瓦
畷
ぽ
土
拡
（
ど
こ
う
）
三
十

八
基
舎
鍋
Ｕ
、
そ
の
一
つ
か
ら

弥
生
式
十
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
窟
捺
生
時
代
の
基
で
、
土

壙
基
（
ど
こ
う
ぼ
）
群
と
考
及
ら

れ
て
い
ま
す
。
　

こ
れ
ら
の
中
間
地
点
の
円
墳
を

推
測
轟
恚
部
分
は
調
査
の
結
果

自
然
地
形
で
あ
っ
た
が
、
北
側
斜

面
で
五
個
の
弥
生
式
十
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
個
は
完

全
な
長
頭
（
ち
ょ
う
け
い
）
の
つ

す
。
万
一
、
事
故
夕
忌
こ
す
と
、
被

害
者
は
じ
め
加
吝
者
も
精
神
的
・

経
済
的
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
　

そ
こ
で
、
万
一
の
人
身
事
故
の

と
き
に
損
害
賠
償
奎
萱
ヂ
る
た

め
に
、
自
賠
貢
保
険
か
目
動
車
共

済
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
無
保
険
・
無
共
済

の
ま
ま
運
転
す
る
と
、
六
ヵ
月
以

下
の
屡
堅
是
は
五
万
円
以
下
の

罰
金
の
刑
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
違
沈
点
数
が
Ｉ
ハ
点
で
、
た

だ
ち
に
免
許
停
止
処
分
必
苔
ま

す
。
　

今
一
度
、
確
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

S
Ａ
＞
Ｓ
め
で
、
出
十
石
だ
所
が
テ

ラ
ス
状
の
盛
ぴ
土
に
な
っ
で
お
ぴ
、

何
か
祭
祀
的
な
目
的
で
つ
く
ら
れ

た
場
所
り
よ
う
で
す
。
　

羽
戸
山
癌
恥
は
、
住
居
や
墓
域
、

祭
祀
の
遺
構
が
尾
根
ご
と
舎
器
一

に
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
終
末
期

（
約
于
七
百
年
前
）
の
一
つ
の
集

落
形
態
か
表
わ
し
で
い
る
と
い
え

ま
す
。
今
後
、
周
辺
地
域
の
調
査

m
m
れ
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　

◇
　

今
回
の
発
掘
調
査
で
出
十
亡
だ

十
器
な
ど
の
遺
物
は
、
ひ
と
ま
ず

京
都
府
揺
琴
罵
蹴
弱
群
究
セ

ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
ま
す
。
　

ま
た
、
高
地
性
住
居
跡
な
ど
の

遺
跡
は
、
工
事
に
か
か
る
前
で
し

た
ら
見
学
1
筆
す
の
で
ぶ
Ｈ
ｇ

市
教
育
書
然
程
会
教
育
課
へ
ご

連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

確かなひとつの仕事

表
彰
の
功
労
者
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火
の
元
を
見
る
く
せ
　
消
す
く
せ
止
め
る
く
せ

　
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
ぐ
な
っ
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
十
一
月
二
十

六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
全

国
一
斉
に
秋
の
窃
学
防
運
動
が

く
り
広
げ
β
れ
手
。
　

と
ぐ
に
、
ぷ
ハ
の
元
夕
見
る
ぐ

せ
、
消
す
く
せ
、
止
め
る
ぐ
芦

隈
語
の
去
奈
酋
嬰
つ

け
る
こ
と
が
安
忿
叡
育
の
去
呂

な
ひ
ま
す
。
　

消
鵬
米
部
や
ぽ
、
期
間
中
、
体

の
不
自
由
な
人
た
ち
の
焼
死
防
止
、

家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
、
危
険

物
及
び
ガ
ス
も
れ
火
災
発
牛
防
止

を
亀
Ｒ
目
標
に
掲
げ
で
運
動
奎
展

開
し
、
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。

｀ ・ ・ 自　
家
庭
や
職
場
で
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　

家
庭
の
防
火
対
策

・
台
所
、
風
呂
場
、
居
間
、
ヱ
い
と

新
聞
を
使
っ
て
体
操

　
背
筋
を
伸
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
な
い
と
新

聞
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
（
1
1
月
1
3
日
、
木

幡
公
民
館
の
「
母
と
子
の
体
操
教
室
」
で
）

寝る前に火の始末を

・ ． ． ●
一 ・ 一 －

　
も
部
屋
の
順
で
チ
エ
″
ク
し
ま
　

し
ょ
う
。
と
く
に
台
所
と
風
呂
　

場
が
重
点
個
所
で
Ｔ
。

・
暖
房
器
具
の
安
全
性
の
過
信
は
　

禁
物
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
　

取
扱
い
は
正
に
で
、
置
ぐ
場
所
　

は
安
全
か
確
認
鴛

・
家
の
周
囲
や
部
屋
の
整
理
・
整

　
頓
弐

・
家
庭
で
の
防
火
安
余
官
理
の
主
　

役
は
キ
碍
で
す
。
　
　
　

職
場
の
防
火
対
策

・
消
防
用
設
備
な
ど
鴛
荻
し
、
　

い
つ
で
も
便
え
る
よ
う
に
し
ま
　

し
ょ
う
。

・
消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
と
　

防
火
の
知
識
を
徹
底
さ
せ
ま
し

・
防
心
願
濫
面
し
、
と
ぐ
に
　

終
業
時
の
点
検
夕
確
実
に
し
ま
　

し
ょ
う
。
（
消
防
本
部
）

　
こ
の
ほ
芦
公
証
人
役
場
が
、

宇
治
市
宇
治
下
戻
尽
甲
谷
ピ
ル

三
階
（
窯
苔
―
＆
）
に
開

設
在
れ
ま
し
た
。

　
公
証
人
は
、

法
務
大
臣
に
よ

つ
ア
嵯
命
吝
れ

当
事
者
や
関
係
人
の
嘱
託
に
5

じ
で
契
約
や
溝
言
な
ど
の
公
正

証
書
を
作
成
し
た
り
、
保
証
書

運
転
免
許
証
　

更
新
・
再
交
付
が
即
日
に

　
来
年
一
月
五
日
か
ら
、
運
転
免

許
証
の
更
新
と
再
交
付
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
に
よ
っ
て
、
そ
の

日
に
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
　

〈
新
し
い
更
新
手
続
き
〉
　

あ
ら
Ｗ
酋
通
知
ｗ
れ
る
軍
薪

申
請
日
時
に
’
、
伏
見
区
羽
東
師
の

京
都
府
警
察
目
動
車
運
転
免
許
試

1月5日から

験
場
で
事
薪
申
請
裴
し
、
続
け
て

講
習
か
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。
そ
の

後
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
　

な
お
、
免
許
証
の
隻
吃
輩
届

か
じ
で
い
な
い
人
は
、
更
新
申
請

の
通
知
が
届
必
歪
せ
ん
の
で
、
警

察
署
へ
届
出
て
ぐ
だ
さ
い
。
　

再
交
付
も
、
運
転
免
許
試
験
場

で
申
請
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
申
請
が

な
ど
の
私
署
証
書
の
認
証
な
ど

舎
行
い
ま
す
。
　

公
正
証
書
は
、
国
の
監
督
の

も
と
で
つ
く
ら
瓦
る
も
の
で
す

か
ら
絶
対
確
実
な
証
拠
力
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
粂
一

ら
約
三
時
間
後
に
交
付
征
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
紛
失
・
盗
難
の
場
合
は

事
前
に
も
よ
り
の
警
察
署
へ
届
出

鴛
　く

わ
し
い
Ｆ
ぽ
宇
治
警
察
署

免
許
係
（
四
＠
1
1
1
1
）
へ
。
　
　
　
　
　

（
宇
治
警
察
署
）

催
し

　
お
正
月
料
理
教
室

　
ｙ
と
き
＝
・
1
2
月
5
旦
夕
石
日

Ｂ
Ａ
Ｊ
Ｎ
Ｂ
Ｋ
の
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
腐
励
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
講
師
・
・
・
料
理
研
究

判
に
な
っ
て
も
立
証
の
苦
労
が

い
ら
ず
、
金
銭
債
務
の
不
履
行

に
は
強
制
執
行
も
1
Ｕ
t
Ｏ
な
ど
、
　
　
　
　
　
　

。
予
防
司
法
″

と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
　

く
わ
し
い
こ

と
は
公
証
人
役
場
へ
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　

（
牢
治
公
証
人
役
場
）

家
の
星
野
笑
弩
Ｔ
兄
ｖ
材
料
費

・
＝
千
五
百
円
！
貨
・
・
・
各
々
4
0
人

ｖ
申
込
み
・
・
・
宇
冶
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
豊
⑩
2
ａ
ｔ
ら
）
へ
。
　

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）
　
　
　
　
　

◇

　
晴
れ
着
の
着
付
教
室
　

ｖ
と
き
・
・
・
1
2
月
3
日
困
と
4
日

吻
の
い
ず
れ
も
午
後
ｔ
時
か
ら
ｙ

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
ｙ
講
師
・
・
白
本
和
装
曼
學
院

の
斉
藤
喜
萎
賢
瓦
ｖ
受
講
料
・
＝

無
料
！
貨
・
・
・
い
ず
ひ
翁
入
ｙ

申
込
み
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
四
〇
2
3
ｔ
5
）
へ
。
　

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

空
手
の
初
げ
い
こ
（
今
年
一
月
）

　
ふ
『
回
は
、
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
が
主
催
ず
る
各
種

の
本
部
行
事
を
ご
紹
介
し
洪
し
　
　
　
　
　

◇
　

市
民
に
も
、
少
年
団
員
に
も

一
番
親
し
ま
れ
て
い
る
行
事
は
、

新
年
の
初
げ
い
こ
会
で
す
。
　

昭
和
四
十
二
年
に
宇
治
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
蜀
足
し
で
以

来
毎
年
、
一
月
の
第
二
日
曜
日

に
は
、
塔
ノ
島
に
す
ぺ
て
の
ク

ラ
ブ
員
が
集
妻
長
風
の
中
で

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

な
な
ｙ
武
道
ク
ラ
ブ
の
少
年

た
ち
は
、
は
だ
を
刺
す
よ
う
に

冷
た
い
宇
治
川
に
入
り
、
精
神

力
を
磨
章
濠
す
。
こ
の
初
げ
い

こ
会
の
あ
ど
全
員
で
宇
治
神
社

に
参
り
、
二
年
間
の
安
拿
と
技

量
の
向
上
を
祈
願
し
ま
す
。
　

ま
た
、
本
部
で
は
、
毎
年
体

カ
テ
ス
ト
会
を
開
い
で
い
ま
す
。

初げいこ・体力テストを主催

宇治市スポーツ少年団本部

心
身
の
成
長
発
達
の
著
し
い
時

期
の
青
少
年
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
す
す
め
る
う
え
で
、

字
治
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

終

体
力
m
定
し
盆
’
子
る
こ
と

は
極
め
て
雷
要
で
す
。
各
ク
ラ

ブ
は
、
こ
の
テ
ス
ト
会
で
得
た

デ
ー
タ
か
石
と
に
団
員
の
成
長

度
を
知
り
、
今
後
の
活
動
の
指

針
と
し
で
い
ま
で
。
　

本
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
行
事

の
他
、
日
本
ス
ポ
ト
ツ
少
年
団

が
主
催
ず
る
諸
事
案
に
ク
ラ
ブ

員
の
多
く
名
Ｉ
Ｕ
、
他
蒔
県

の
ク
ラ
ブ
員
と
少
年
た
ち
が
交

流
ず
る
よ
う
に
し
で
い
ま
す
。

　
　
青
少
年
の
健
全

　
　
育
成
に
援
助
も
　

青
少
年
の
非
行
が
社
心
一
問
題

と
駆
夫
＊
）
v
＜
＼
ａ
―
ズ
ア
″

プ
4
れ
て
ぃ
ゑ
目
、
ス
ポ
ー
。

ツ
活
動
の
畢
人
膏
役
割
は
ま

す
ま
す
息
器
砥
迦
し
て
章
心

い
ま
す
。
　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ｗ
ｓ
ｓ
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
こ
う

し
た
状
況
牽
十
分
認
識
し
、
学

校
の
先
生
と
＆
疆
￥
保
ち
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
の

青
少
年
に
対
す
る
環
境
衆
よ
く

す
る
た
め
に
活
動
奮
し
て
い
ま

す
。
　そ

こ
で
、
本
部
で
は
各
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
か
対
象

に
指
導
者
研
黛
居
開
幾
指

導
者
へ
の
援
助
■
j
M
ｔ
－
ｒ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｗ
）

に
い
ス
ボ
ト
ッ
少
年
団
の
｛
薩

の
進
む
べ
き
万
向
夕
模
索
し
で

ぃ
ま
す
。
　
　
　

◇
◇
　

今
年
五
月
か
ら
Ｉ
ハ
回
に
わ
た

っ
ｒ
掲
載
し
て
登
荼
レ
だ
が
今

回
で
終
了
し
ま
す
。
　

宇
治
市
ス
ポ
ト
ッ
少
年
団
で

は
一
人
で
も
多
で
の
青
少
年
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
で
心
身
の
健
や
か
に

成
長
ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

ス
ポ
ー
ツ
衆
し
た
い
青
少
年

は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヘ
ぜ
ぴ
Ｃ
参
加
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

1058

公民館のお知らせ
　
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
地
域
や
職
場
で
人
形
劇
の
活
動

か
じ
で
い
る
団
体
が
集
い
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
か
発
表
し
ま
す
。
　

ど
｀
希
お
気
軽
に
家
族
そ
ろ
っ

で
お
越
じ
ぐ
だ
さ
い
。
入
場
は
無

料
で
す
。
　

ｖ
と
き
・
＝
1
1
月
ｓ
日
面
。
午
後

1
2
時
半
開
場
、
ｔ
時
開
演
ｖ
と
こ

ろ
・
・
・
栄
治
市
公
民
館
3
階
大
。
＜
Ｒ
議

c宇治市公民館…宇治里尻71の　

9（豊S〉2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（a⑩8290）

○宇治市小倉公民館‥・小倉町寺　

内91（n⑩4687）

室
▼
出
演
団
体
と
演
題
・
・
・
左
表
の

と
お
り
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇
　

婦
人
学
級
　

婦
人
を
対
象
に
、
暮
β
し
に
か

か
わ
る
閻
題
宮
ｙ
Ｉ
マ
に
し
u
ｒ
ｎ

人
堡
緊
商
章
柔
す
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
了
・
下
表
の
と

お
ひ
ｙ
と
き
・
・
・
い
ず
れ
も
午
前
9

堕
Ｔ
正
午
Ｖ
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
M
－
3
5
人
Ｖ
入
級
資
格

・
・
・
市
内
在
住
の
婦
人
で
、
続
け
で

学
習
笙
呂
人
ｙ
費
用
・
・
・
受
講
は

無
料
。
た
だ
し
調
理
実
習
は
材
料

¬ぐ

り

とぐ

らＬ

1

チ工

品

物芦

ぶ

さＺ

おは

なふ

£

ぶ

くし

の芦

石

后

あか

べふ

演

題

　宇　．治

つ幼ぼ稚

み園の

会

　宇　．治

さ幼

と稚

い園も

の八’ｊ

　人，形

と劇らサ

ご｜ろク

うル

おぐ

ら子

ども

人形

劇

　人　。形

ま劇つサ

inっク

くルり

出

演

団

体

費
負
担
ｙ
申
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き

に
隻
町
氏
名
、
年
齢
、
諏
密

号
と
「
婦
人
学
級
希
望
」
と
書
い

て
、
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
に
木

幡
公
民
館
へ
。
Ｃ
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
で
決
定
ｙ
保
育
・
・
・
2

婦人学級の日程表

歳
児
以
上
刄
管
励
人
。
受
講
申

込
み
の
と
き
に
、
幼
児
弘
‥
、
件
別

生
年
月
日
を
書
い
で
申
込
み
罵

お
や
つ
代
戸
じ
で
一
回
に
五
十
円

が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　

（
木
幡
公
民
館
）

日程 テーマ 講師

1 惚≒ 学習を進めるにあたって
木幡公民館長　　竹中宏

2 10 婦人と健康管理 宇治保健所長　岸田英夫

3 18 健康を守る食生活（1）府消費生活科学センター　永田省吾

4 24 健康を守る食生活（11）　　ー調理実習ー
日本調理師専門学校　

講師辻田継枝

5
1／21

婦人と青少年教育問題（）京都大学教育学部

助教授上杉孝実6 28 婦人と青少年教育問題（II）

7 2／4 婦人のくらしと地ti．社会
私立宇治幼稚園　笠鴫教壇

8 12
婦人のくらしと同和問題　映画上映「青春の炎」

宇治市教育委貝会　　　

萬守

9 18 婦人の生き方
八幡市教育委貝会　

大槻延子

10 25 学習のまとめ
木幡公民館長　　竹中宏

公
証
人
役
場
が
開
設

秋
の
予
防
運
動

人形劇フェスティバル
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